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概要

特徴

今後の展開

テーマ「万博、そしてその先へ～科学技術が描く未来～」との関連

脳波に基づく慢性の痛みの診断 ～動物の痛みの診断への応用の可能性～

D9

痛みの治療は、患者さんが言葉で痛みを伝えることが第一歩です。痛みを訴えることが苦手な患者さんにも、適切な量の
鎮痛薬を処方し、鎮痛薬の不適切な使用や、それに伴う合併症・依存症を防ぐことが大切です。本研究では、痛みを客観
的に評価する「痛みの見える化」を用いて、言葉でコミュニケーションが取れない動物にも応用することを目指します。

本研究は、JSTムーンショット（JPMJMS2011）、JST CREST（JPMJCR18A1）、AMED（JP21lm0203145, JP21he0122016）の支援により実施したものです。

連絡先： 石黒浩特別研究所 担当： 岸本千恵 ・ Bu-Omer Hani M.
E-Mail： kishimotochie@atr.jp,  hbuomer@atr.jp

◼ 痛みは脳で知覚するため、脳波は痛みの正確な情報を提供してくれるツール
です。AIを用いて脳波を解析することで、客観的な痛みの強さ (PS: Pain Score) 
を予測することができます。

◼ 本研究では、AIの技術の1つである機械学習のディープラーニングを用いて、
健康被験者170名における実験的な熱刺激を受けた時の“脳波データ”と、
VAS (Visual Analogue Scale)で評価した“連続的・主観的なPS”を解析しました。

◼ PSの分類および予測のため、データの80％をモデル訓練に、20%をテストに
使用してニューラルネットワークを学習させたところ、70～80％の精度で
「痛みの見える化」を実現しました。

◼ 慢性の痛みに苦しむ患者さんの多くは、理解されない痛みや伝わらない痛み
に悩んでいます。「痛みの見える化」による痛みの診断を実現し、痛みを伝え
られない動物の痛みの予測にも貢献できるよう、研究を進めてまいります。

◼ SpO2や皮膚コンダクタンス等の客観的指標を用いて、PS予測アルゴリズムの
精度向上を目指します。また、動物の痛みの予測に応用するため、PS予測
アルゴリズムの改良の可能性を探ります。

応用研究

PATHWAY (Medoc Ltd.)

VAS

Neurofax EEG-1200 （日本光電）

実験環境

脳波データの処理とモデルの性能評価
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痛み評価における熱刺激パターン
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痛くない熱刺激パターン（コントロール）
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脳波電極の配置（前額部8ch）
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• Pain Scoreは 0 ～ 100 の間で、熱刺激の強弱に対応

• データの80％をモデル訓練、20％をテストに使用

• 42 ℃ で 5分間継続

Temperature
• Peak Temp. =  49 ℃
• Baseline       =  36 ℃

Duration Time
• Peak Temp.    =  10 s
• Other Temp.  =  15 s

PS予測（回帰）

MEA 14.25

R2 Score 0.26

Corr 0.66

痛みの分類

Average ACC 0.81

F1-Score 0.71

Recall 0.74

Precision 0.71

AUC 0.76

開発した疼痛予測モデルの概念図
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